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新役員について

本學會の諸種の事業をより圜滑こ運営する爲に，事聊こ圓し宣行方針を跨定しヌ･

芦頂員會の決定 を執行 する謾l!1!とじ ｃ･ 木曾に新し く委員の刹度を設ける事を即調

jili'ｅ決定した。對 議員，幹 事に４若干の声 更ｓ あ り新しい 役員ｌ` 今後の學會の遯

蓍に當る事になった。新役 員の氏名は 裏表叙 を參照さ札 たい。4. 月 ４日第一問委員

會を開き事務分擔 を下 記の如｡く決定 した。なお 委員の任期は ２ヶ年とし重皈を妨げ

か がヽ，委員長は烽期 ・ 々･年 で原 則として重 任を認 めない 事 となっ た。

委員長 ……………………-･･l曜邵

刊行委員　編集…………泉井，井筒，川本，高津，河野，小林英，服部出版{

…･-,……三根谷，山本　　　　　　'　　　　

例會委員……-……，･･……池上，川本，永島

頸絡委員

九學會連合･･･金田一春，柴田，徳永

文哲史連合･一一高津，服部

海　外･･･龜井，前田，村山

地　方･･･木村(北海逎)，小林淳(仙台),野村(名古屋)．

野上(京郡)，石濱〔大阪〕，闕本(祠島)，吉町(九州)

大曾，講演會…………-･…委員全員があた るｓ.

庶務，會計………………委員長が監督し，蚩務は幹事が行う。

評議員會･委員會

６月 ６ 日，委員會, 。於東京教育大旱

I.　今秋の講演會は10月24日声山大學（名古屋）においｒ開催，講師は南山

大學より一名と名古大學の野村正良氏に依囑する，　　　　　　　‥

2.　九學會迎合會の28度木學音理事を徳永康元氏に依囑する。

3.　28 年度以降４悔外會 員の舎 費 ２ ドルは値上げをしない。

4.　本年12月に行われる學術會選擧には委員會として辻直四郎氏を推薦する。

j.　「言語研究」を活版印刷とするに際して,原稿執筆内規（特に活字に齠し）を

作 成する。

６月 ２０ 日，評議員會，於東大 言語學研 究室

I.　學士院會負候 補者 とし て金 澤庄ΞJ恕氏を推薦する，

２.　學術會議選擧には同音負候 補者 として辻直四郎氏 を推薦 する。

xｏ 月 ３ 日，委員會，於東大言 語旱 研究室

x.　會員に餘分に雑誌を頒布する場合は２割引とする。
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２.　曾員外にll詁を頒布する揚合は一年分 の曾費 と等 い 値ヽ 段で頒ける。

3.　28 年度よ り學生 （大學院學 生を除く）官 費を ２ 割引 とする。之 には旆込の

都度學校當局又は教授の身分服明を必要 とす る。

4･　次回東京例會はx １ 月 ７ 日（土）順天堂大學におい て，發表 は池上鎌 三氏。

或は宮城 昔彌 氏に 依囑する。

第 ７ 囘九 大學連 合大龠

5一月 ９ 日，ｌｏ 日 のこ 日に亙っ て上 野疂園國 立溂 勿館大講 堂において 九學曾連合

大倉ヵ嚠 催され た。本學 會よりの妾 表者は ・

共 同調査「 能登」 能 登の言語 … ………………･･･-･…… ……… ………金田一春彦氏

共 同課題 ｒ性丿　 性 とことば …………………………… ……………永 野　 賢 氏

特別講演　　　　アイヌ文學における性･･-………………………金田一京助氏

なお曾員諸氏の御盡力によ り，本學曾はこ の釦合大 曾を以 て無事當番學 曾としての

任務 を穆え，次 の岔 番學曾 である 心理學 會に その事 務をり圖 いだ，

第15 同大會

丿 月23 日早稲田大學大學院講堂において，木學會第15 岡大 曾を開乢 當 則ｔ

雨天に４拘らず參曾奢約 りｏ 名の豸 倉であった。内容は

開 曾の辭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 井 桁 貞 敏氏

ｍ 偖

講波「フォネ ー刈こ關聯して」　　　　　　　　　　　　　 川 本 茂 雄氏

ｒL兄童の言氣丿　　　　　　　　　　　　　　　　　　 江　　 實氏

閉會の辭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 林 英 夫氏

終了後同大學院會議室で晩餐皀 參加老jo 名。

東瀛例會

II 囘 ４ 月41｀EI，東京都 立大學 ，『言語過程訛に於ける意味』　 時 枝 誠 記氏

zｚ 囘 ６ 月6jﾖ ，東 京教育大事，「言陌行動 と意味」　　　　　 熊 澤　 匍氏

x3 囘 ７ 月 ４ 日，東 京大肌　　 「否定表現について 」　　　　 泉井久 之助氏

會　員　移　動
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受 贈 圖 書 目 録

一日木 晋 膵 學 會

Ｕｎｇｅｒska Institutct

国 語學 會

京 大 固 文 學 會

金 澤 大 祭 法 文 學 部

日木 宗 教 學 會

同 會 鬧 書 館 ’

朝 鮮學 會

１　　 ●　●●近 儂 方 言 學 會

東 京外 同 語 大 祭

日本 人 類 學 會

尤 州文 學 會

歴 史 學 舍 （韓 閾 ）

刳 鞣 喩 官 報 ・笵80 簔

ＬＩＭＧｕlsｒｌｃＡ.I （χ９４１～x945 ）

●1　 ＆ 「園 語 學 第 十 一 輯 第 十 二 輯 ．

同 語 同文 第 二 十 二 卷 第 一 號･一第 九 號

金 澤 大學 法文 學 部 諭集 文 學 訖

宗 敦 研究 第133 號 －136 號

抄 録 に つ い て

彰蔚 學 報 第 ４ 韓

ｌｉｌ 方售r　*7,  18,  19

東 京 外 国 語 大 學 論 集　 ２

人 類 學 部嵩62 卮 丿 號

文 學 研 究4 夕輯 ，46 轉

歴 史 學 敍 ヨ 嚮， 四 輯
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山口大學夊學會誌 第四巻第一 號 －

畑 膵 研究 第17 ぎ 第I･ 號,゙ 第 ’・ 軈

でﾒ汾 大學學聾 黝 限 眺 紀要 第二號

陣丿頡!園國竡科紀戻　Ｉ，・

ｊ 方學報 第 ２２ 册 ‘第 ’･一冊

丗 古挈 臨肺 第38 卷 ４，5，6 ’厦･

叨 堅大學學報 第十輯

山擠地方の アタ.セ ント

ヌ 萍夊ｲほ 院 所紀要 第4･ 胼

μ方學 第六輯

ろ う教育研 究年 報 第 一輯 ・

弟即 彙報 第一怨第一僵 ．第二期，第三jびl

報

山口大學文學會

｀” ‾“’4’日本民族學協會

大 分大學

跳 見學園國語科研究會

．１　京大 人文科學研究所

日本考古學會

天理大學人文學會

島根 縣立教育研究所

東 洋文化研究所

東方學會 ’

金澤大學教育學部

B ｕUetia of ｔhl= Ｃｈｊｎｅｓｅ Ａ ｓｓｏｃｌａtｉｏｎ ｆｏでthe Ａ ｄｖａｎｃｃｒrlcrlt ｏｆ Ｓｃｉｅｏｃｅ Ｖ ｏtIN 心．て4

1‘　　　 中 華 科 學 恊 淮 會

ヨ 重 縣 立 大 學 研 究 年 報 貿ド 部 人 文 粐 ほ 第 １ 巷 第 ｉ 號･ 瘋 重 部 立 大 學　　 ・

北 九 州 同 文 第 三 號　　　　　　　　　　　　　 加 来 敬 一 氏

日 木 文 化 第 三 十 三 號　　　　　　　　　　　　　 天 理 大 學 宗 敦 文 化 研 究 所

お 知 ら せ

6１

學生會費 について

昭和28 年度 より學 生會費 の制度を設け ました。即ち會費一年分5 ＯＯ 圓の所を，

學生は ２ 割引 の ４００ 圓でよ｡い亊 にな りーます。一既に28 年度分 を ５ＧＯ圓 揉込まれ

た方は，次年度會費を 拂込まれる翊 こその旨串出て下 されば，I・・ 囲は冰年度分

に繰越 します。なお拂込 の都度，放 疑又は學校當局の身分證 廁書(形式 自由･)を必

要とします。之がない場合は割引する事 汢出來 ま`せ ん。｡なお こ･？ 制度は大學院學

生には遉用されませ ん。學生議 君が 大いに此 の特典を利用 して多數 入會 される亊

を戮迎 します。：　 ●　　　　　　　　　　　　　１　　　１　　　　　　　。　　 ●

一束竄例龠の御 逼知 について　　　　　　　　　　　　　　　　･･

昭和29 年度 より，東京例 會の通知を希望 される會員 は，會費 の他に 例會通信費

として一年50 翩]狒 込んで頂く事 になりまt.た。 現在通知を差 上げてい る會員の

方も，29 年 ４ 月からは通信費の拂込 みのない方にlｔ通知を致 しませんか ら御 陰

意下さい 。例曾周 知御爨麗の方改29 年度會費 と同時に通信費の拂 込みを御忘れ

なきよりお願いします。
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昭和27 年 度會計 報告

１　欹　 入 ・ ”　　　　　　　　　　　　 ２２０:372.69

前年 度繰越金

會　　　 費

雑 誌 賣 上

補　助　 金

利　　　 息

寄　　　 附

29･5 ‘94.19

8j･ Ｘ ０ ２･ ５０

２･404. ０ ０

１ Ｃ ０.０ ０ ０. ０ ０

２ ．２ ７ ２･ Ｏ Ｏ

Ｉ ．０ ０ ０. ０ ０

２　支　出　　　　　　　　　　　　　　　　230.330.00

印　刷　費

發　 選　費

編　集　費

廷　 信　費

大郎砺演曾費

九學會逕合費

交哲史遁合費

亊務用品費

雑　　　 費

３ 差 引 残 高

15j. ０６０.００

７･r30.00

33, ０００.00

11･33 糺oo

14･ ７００.００

２.０００.００

３･Ｉｏｏ･ｏｏ

９卩･ ｏｏ

３.０５０.００　 ・

-9.957.31

摘 要

27年度は諸極の事情で雑誌の發行が遅れた關係上,會費の納入率が悪く結果とし

て赤字になりましたが，その後Z7年度の曾費が次第こ集っておりますので全部集

れば峡損にならない筈です。27年度及びそれ以前の曾費未納の方は早逮次號の發刊

に差し障りますので，28年度會費と共に至急御送金下さいますようお願い申し上げ

‘ます。
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